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次世代プロダクト
企画課

ば
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
で
作
成
し
た
ル
ー
ル
を
一
括
で

登
録
す
る
こ
と
も
で
き
、
1
回
設
定
す
れ
ば

別
の
事
業
所
デ
ー
タ
へ
の
転
用
も
可
能
で
す
。

　
　
何
が
学
習
さ
れ
て
い
る
か

　
　
わ
か
ら
な
い

　
　
　
　
　
　
　

　
　
科
目
設
定
の
可
視
化

  

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』
で
は
科
目
を
修
正

す
る
と
学
習
機
能
が
働
き
ま
す
が
、
過
去
の

学
習
を
一
覧
で
確
認
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

「
仕
訳
ル
ー
ル
」
は
「
仕
訳
ル
ー
ル
設
定
」
の

画
面
で
登
録
済
ル
ー
ル
の
確
認
が
で
き
ま
す
。

顧
問
先
ご
と
の
仕
訳
作
成
の
条
件
は
属
人
化

し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
が
、「
仕
訳

ル
ー
ル
」
に
登
録
す
る
こ
と
で
可
視
化
で
き

る
ほ
か
、
入
力
担
当
者
が
変
更
に
な
っ
た
場

合
で
も
簡
単
に
内
容
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
、
品
質
も
維
持
で
き
ま
す
。

　
　
仕
訳
の
確
認
に

　
　
時
間
が
か
か
っ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
付
箋
機
能
で
仕
訳
精
度
の

　
　
可
視
化

  

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』
は
、
一
度
に
多
く

の
仕
訳
を
作
成
で
き
ま
す
が
、『
弥
生
会
計
』

に
取
り
込
ん
だ
後
で
一
件
ず
つ
確
認
を
す
る
の

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
は
、

『
弥
生
会
計
』
の
付
箋
機
能
を
ご
活
用
く
だ

さ
い
。「
仕
訳
ル
ー
ル
」
に
基
づ
い
て
作
成
さ

れ
た
仕
訳
に
は
「
◎
」
の
付
箋
が
設
定
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
、「
◎
」
以
外
の
付
箋
が
付

い
た
仕
訳
を
確
認
す
れ
ば
、
自
ず
と
確
認
工

数
も
軽
減
で
き
ま
す
。
そ
の
場
で
仕
訳
ル
ー

ル
登
録
も
行
っ
て
「
◎
」
付
箋
を
増
や
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
一
時
的
に
科
目
を
修
正
し
た
ら
、

　
　
学
習
情
報
が
上
書
き
さ
れ
て
し
ま
っ
た

　
　
ル
ー
ル
設
定
で
、

　
　
意
図
的
に
学
習
さ
せ
な
い
運
用

　

同
じ
摘
要
で
も
、
品
目
に
よ
っ
て
勘
定
科

目
が
変
わ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
A
商
店
」
と
い
う
摘
要
が
あ
っ
た

場
合
、
普
段
は
消
耗
品
費
で
処
理
を
行
う
の

に
、
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
別
の
品
目
を
購
入
し
た

た
め
、
福
利
厚
生
費
に
科
目
を
修
正
し
た
と

し
ま
す
。
す
る
と
、
学
習
機
能
は
最
後
に
修

正
し
た
科
目
を
覚
え
る
た
め
、
次
回
は
福
利

厚
生
費
が
割
り
当
て
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、

仕
訳
ル
ー
ル
で
初
め
か
ら
消
耗
品
費
を
設
定

す
れ
ば
、
科
目
を
変
更
し
て
も
、
次
回
以
降

に
反
映
さ
れ
ず
、
一
時
的
な
修
正
と
し
て
処

理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

新
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

 「
金
額
条
件
の
追
加
」

　

２
０
２
１
年
12
月
、「
仕
訳
ル
ー
ル
」
に

「
金
額
条
件
」
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
金
額
の
範
囲
を
指
定
し
て
、
勘
定
科

目
の
割
り
当
て
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

設
定
自
体
は
『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込（
Ｗ
ｅ

ｂ
）』
の
「
仕
訳
ル
ー
ル
設
定
」
画
面
か
ら

行
え
ま
す（
図
3
）。

 「
金
額
条
件
」は

 

こ
ん
な
と
き
に
お
す
す
め

  

「
金
額
条
件
」
は
、
摘
要
が
同
じ
で
も
取
引

に
よ
っ
て
科
目
が
異
な
る
際
に
活
用
い
た
だ

け
ま
す
。
例
え
ば
、「
会
議
費
」
と
「
接
待
交

際
費
」
は
、
金
額
で
判
断
が
分
か
れ
る
ケ
ー

ス
も
多
い
の
で
利
用
し
や
す
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
借
入
金
の
返
済
や
リ
ー

ス
料
な
ど
部
署
ご
と
に
複
数
利
用
し
て
い
る

場
合
は
、
金
額
条
件
で
補
助
科
目
単
位
の
指

定
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
「
備

品
」「
消
耗
品
費
」「
支
払
手
数
料
」
な
ど
の
切

り
分
け
に
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

  

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』
は
事
務
所
の
記
帳

代
行
業
務
効
率
化
を
ご
支
援
す
る
た
め
に
定

期
的
に
機
能
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
を
し
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
「
金
額
条
件
追
加
」
も
、
摘
要

だ
け
で
は
読
み
取
れ
な
い
取
引
内
容
を
可
視

化
す
る
た
め
に
搭
載
し
た
機
能
で
す
。

　

各
顧
問
先
に
応
じ
た
仕
訳
精
度
向
上
に
は
、

「
仕
訳
ル
ー
ル
」
の
定
期
的
な
追
加
、
更
新

が
近
道
で
す
。
ご
利
用
い
た
だ
く
と
す
ぐ
に

効
果
を
実
感
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

弥
生
は
こ
れ
か
ら
も
、
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員

の
皆
様
と
顧
問
先
の
業
務
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
機
能
改
善
、
サ
ー
ビ
ス
の
改
良
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

 「
仕
訳
ル
ー
ル
」と
は

　

弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員
の
中
で
も
利
用
が
拡
大

し
て
い
る
自
動
仕
訳
作
成
機
能
の
『
ス
マ
ー

ト
取
引
取
込
』。
同
機
能
で
は
勘
定
科
目
の

推
論
を
Ａ
Ｉ
が
行
い
ま
す
が
、
任
意
で
条
件

設
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
が
「
仕

訳
ル
ー
ル
」
で
す
。

　

ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
で
の
科
目
の
適
用
は

図
１
の
よ
う
に
、
仕
訳
ル
ー
ル
→
学
習
機
能

→
Ａ
Ｉ
の
順
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

仕
訳
ル
ー
ル
へ
の
登
録
方
法
は
二
通
り
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
『
弥
生
会
計
』
か
ら
の
登

録
で
、
作
成
さ
れ
た
仕
訳
を
修
正
し
た
上
で
、

右
ク
リ
ッ
ク
で
表
示
さ
れ
る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト

メ
ニ
ュ
ー
か
ら
「
ス
マ
ー
ト
の
仕
訳
ル
ー
ル
へ

登
録
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
方
法
。
も
う
一
つ
は
、

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込（
Ｗ
ｅ
ｂ
）』
の
「
仕

訳
ル
ー
ル
設
定
」
か
ら
登
録
す
る
方
法
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
登
録
時
の
特
徴
は
図
２
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

 

ケ
ー
ス
別「
仕
訳
ル
ー
ル
」活
用
術

　
　
正
し
い
仕
訳
が

　
　
で
き
る
ま
で
時
間
が
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　

　
　
事
前
の
ル
ー
ル
設
定
で

　
　
精
度
向
上

  

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』
で
は
初
回
、
Ａ
Ｉ

の
推
論
に
よ
る
科
目
が
割
り
当
て
ら
れ
る
た

め
、
取
込
後
に
デ
ー
タ
の
修
正
を
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
修
正
に
よ
っ
て
学
習
機
能
が

働
き
ま
す
が
、
次
回
以
降
の
取
込
か
ら
修
正

情
報
が
適
用
さ
れ
る
た
め
、
運
用
定
着
ま
で

一
定
期
間
か
か
り
ま
す
。
一
方
で
仕
訳
ル
ー
ル

は
取
込
前
か
ら
設
定
が
で
き
る
た
め
、
初
回

時
か
ら
正
し
い
科
目
を
割
り
当
て
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
イ
ン
ポ
ー
ト
機
能
を
使
用
す
れ

図1 科目適用の優先順位

図 3 仕訳ルール設定画面（スマート取引取込Web） 図2 仕訳ルール登録方法別の特徴

仕
訳
ル
ー
ル
の
活
用
で『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』を

も
っ
と
便
利
に
使
い
こ
な
す
！

『
ス
マ
ー
ト
取
引
取
込
』を
使
い
始
め
た
も
の
の
、勘
定
科
目
が
正
し
く
割
り
当
て
ら
れ
ず
、修
正
に
時
間
が
か
か
っ
た
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

実
は
、「
仕
訳
ル
ー
ル
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、修
正
の
手
間
を
軽
減
す
る
だ
け
で
な
く
、監
査
業
務
全
体
の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い「
仕
訳
ル
ー
ル
」の
活
用
方
法
と
、直
近
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト「
金
額
条
件
の
追
加
」に
つ
い
て
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

3 年半の会計事務所営業を経て、現在は給
与製品の新サービス企画を担当。埼玉県出
身の 28 歳。野球未経験ながら、阪神タイガー
スをこよなく愛する。一度通った道は全て記
憶できるスキルを持つ。

・ 手入力登録
・ CSV一括登録

仕訳から直接登録登録方法

個別条件設定

弥生会計での登録 Web画面での登録

摘要判断
・ 完全一致
・ 部分一致

完全一致

・ 軽減税率有無指定
・ 金額条件指定 NEW

仕訳ルール

学習機能

ユーザー全体の傾向（AI）

適
用
の
優
先
度

https://www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn4782（要ログイン）

機能アップデートの詳細はWebページでもご確認いただけます
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